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豊明市まち・ひと・しごと創生総合戦略推進委員会会議録 

 

日時：2021 年 8 月 24 日（火）14：00～15：30  

                                    場所：豊明市役所本館 3 階 会議室３Ａ・３Ｂ 

 

出席者 

あいち尾東農業協同組合 岡本委員、豊明市商工会 山田委員、愛知県政策企画局 佐治委員、

学校法人桜花学園 根尾委員、連合愛知尾張東地域協議会 佐藤委員、株式会社中日新聞社 

平木委員、市民公募 濱松委員 

合計 7名 

 

欠席者 

名古屋鉄道株式会社 成瀨委員、地方創生コンシェルジュ 亀井委員、学校法人藤田学園 

湯澤委員 

合計 3名 

 

１．開会 

⑴ 市長あいさつ 

(市長) 

  まん延防止等重点措置期間の中、ご参加いただきありがとうございます。そもそも、ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略が何かという話を今一度させてください。2040 年以降、

団塊世代の方々が 65 歳以上に達したとき、生産年齢人口が非常に少なくなります。そし

て、福祉サービスが必要な高齢者が増加し、自治体が対応できなくなる見込みが出てきま

した。そうならないために、人口をどう維持していくのか、もしくはどう増やしていくの

かという人口問題から発展し策定されたのがこのまち・ひと・しごと創生総合戦略となっ

ています。女性が生活しやすい等は当たり前としてあって、まちの魅力の向上や、働く場

所をつくるという観点で策定されています。豊明市は昨年度から 2 期目に入っています。

事業ごとの KPI を定め、毎年進捗を把握しています。一部の事業については、本計画に記

載がないと交付金を申請できない事業もございます。それぞれの分野の代表者に集まっ

ていただき、本計画についてご意見をいただくため、お忙しい中、皆様にお集まりいただ

きました。今回の委員会が初めての方もいらっしゃいますが、疑問点についてはその都度

確認していただきながら議論を深めていただければと思いますので、よろしくお願いい

たします。 
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⑵ 委嘱・委員長選任等 

(事務局） 

  今回が委員改選後、初の委員会となります。委嘱状については、本来市長より交付をさ

せていただきますが、机上にて配布させていただきました。ご了承ください。任期は 2021

年 7月 1 日から 2024 年 6月 30 日までの 3 年間となります。 

  続いて、名簿順に自己紹介をしていただきたいと存じます。 

 

＜各委員自己紹介＞ 

 

  ありがとうございました。 

 それでは、今年度から新たに本委員会に参加される方もいらっしゃいますので、本委員

会の役割について事務局より説明いたします。 

  

  事務局（企画政策課長補佐）より資料 1に基づき委員会の役割等について説明 

  委員長選任 佐藤委員の推薦により、根尾委員が委員長に選任される。 

  職務代理選任 委員長の指名により、岡本委員が職務代理に選任される。 

  委員長・職務代理あいさつ 

   

⑶ 書面会議実施要領について 

  事務局（企画政策課長補佐）より資料 2に基づき説明 

 

 ● 質疑 

 (佐藤委員) 

  表決書のなかに、意見を記載する欄があるが、実際に委員会が開催された場合には、そ

の都度疑問点を確認しながら議論を深めるため問題ないが、書面開催でもし疑問点があ

ったときには、意見等の欄に記載して、質問への回答がないまま承認否認の判断をするの

は難しいのではないか。 

 

 (事務局) 

  この書面表決書は、最終的な書式を想定している。もし疑問点がある場合には、表決書

の回答をする前に事前に事務局に確認いただいた上で表決書を提出していただきたいと

考えている。 

 

 (市長) 

  質問いただいた内容及びその回答については、事前に委員の皆様に共有した上で賛否

を回答していただく流れで実施する必要がある。 
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 (根尾委員長) 

  質問した委員だけではなく、委員全員が内容ややり取りを理解した上で賛否を伺うべ

きである。その際のやり取りについてはメールになるか。 

 

 (事務局) 

  ご連絡は、メールでも電話でも構いません。委員皆様への共有は、メールで行わせてい

ただくことになります。 

 

 (佐藤委員) 

  質問は期日までに提出するように、ということになるのでしょうか。 

 

 (市長) 

  はい。質問等を受け付ける期日と、表決書の回答期日と２段階に分けると良いのではな

いか。まず資料を送付し、期日までに質問を受け付ける。その回答を委員皆様に共有させ

ていただき、その後、疑問点等を解消した上で賛否を伺う流れとさせていただく。 

 

 (平木委員) 

  やり取りはメールか郵送か。 

 

 (事務局) 

  資料及び表決書は郵送で送付させていただき、質問等中間のやり取りはメールを想定

しているが、郵送でも対応は可能である。最後の表決書については、署名が必要となるた

め郵送としたい。 

 

 (根尾委員長) 

  オンラインでの開催は検討されているか。 

 

 (事務局) 

  今回はお集まりいただいたが、オンライン開催も考えられる。しかしながら、オンライ

ンの場合は顔が見える状況となり会議形式と同様の取り扱いとなるため、書面会議のみ

今回のように別で定めることとしている。 

 

 (根尾委員長) 

  それでは、書面会議実施要領については、委員会で諮って決めることとなっております

ので、承認ということでよろしいでしょうか。 
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 （異議なし） 

 

⑷  委員会の公開について 

事務局（企画政策課長補佐）より資料 3に基づき説明 

傍聴人０名 

 

２．議題 

⑴ 第 2 期豊明市まち・ひと・しごと創生総合戦略の概要について 

事務局（企画政策課長）より資料 4-1 に基づき説明 

 

 ● 質疑 

 (平木委員) 

   LGBT 事業として、パートナーシップ宣言を始めたことで市内に移住してくる方がいら

っしゃると聞きましたが、どのくらいの方がいらっしゃいましたか。 

 

 (市民生活部長) 

   パートナーシップ宣言をされたのは 3 組いらっしゃいます。その内、2 組が市外から

移り住んできた方々で、1 組はもともと市内在住者の方々であった。 

 

 (岡本委員) 

コロナ禍以降、出生率のデータは把握しているか。 

 

 (事務局) 

これから説明するが、出生率及び合計特殊出生率については、資料 5-1 の 5 頁に 2019

年度の基準値と、2020 年度の実績値を把握し記載している。2020 年度実績は、出生率が

7.1 人、合計特殊出生率は 1.52 人となっている。 

 

 (市長) 

合計特殊出生率について、2019 年度の基準値だけが異常に低くなっている。基本的に

豊明市は 1.4～1.5 を大体推移している。その中で、1.6 を目標値としている。 

 

 (山田委員) 

人口について、豊明市は 7 万人弱からほとんど変わっていない。人口を増やすために

は、住宅地の確保と、住む人が働ける環境が整っていないと難しい。人口増加におけるパ

ターンとして、この 2 点が必要だと思いますので、重点的に実施していただきたい。 
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⑵ 第 2 期豊明市まち・ひと・しごと創生総合戦略の改訂について 

事務局（企画政策課長）より資料 4-2、資料 4-3 に基づき説明 

 

 ● 質疑 

 (平木委員) 

ふるさと納税の寄附金額の目標値を返礼品に対する制度の厳重化のため減額修正した

ということだが、返礼品の品目を減らしたということでしょうか。 

 

 (市長) 

返礼品の品目は増やしている。減額となった主な要因は、市内の方がふるさと納税に申

し込まれた場合、返礼品を出せていたが、厳重化されたことにより寄附はしていただける

が、返礼品が出せなくなったことが影響している。また、高額な返礼品は厳重化によって

対象外となる規制がかかり伸ばす余地がなくなってしまった。返礼品として人気なもの

は、肉や魚であるが、豊明市ではそれらがない。名古屋市のベッドタウン的なところはど

この自治体も苦労している。 

 

 (平木委員) 

コロナ禍における巣ごもり需要でふるさと納税が増えてきている状況があると聞いて

いるが、それでも減額修正するのか。 

 

 (市長) 

肉や魚を産出している場合は需要が高まっているが、ふるさと納税の今の制度上、ベッ

ドタウン的な市は軒並み苦戦しているため、目標値を減額修正とする。現状値と比較する

と、1,800 万円程度伸ばす目標となります。 

 

 (根尾委員長) 

花関連のふるさと納税は増えているのか。 

 

 (経済建設部長) 

豊明花き市場が実施してくれているが、胡蝶蘭などの花は輸送費がかかるというとこ

ろで数がこなせず苦戦しているとのことである。 

 

(佐藤委員) 

市内のイベント、お店、施設がメディアで紹介された件数について、カウント方法や対

象はどのようなものか。 
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 (事務局) 

市内で行われたイベントなどが取り上げられていれば１件としてカウントしており、

媒体はほとんどが新聞記事である。 

 

 (根尾委員長) 

  第 2 期豊明市まち・ひと・しごと創生総合戦略の改訂について、承認ということでよろ

しいでしょうか。 

 

  （異議なし） 

 

⑶ 第 2 期豊明市まち・ひと・しごと創生総合戦略の実績報告について 

事務局（企画政策課長）より資料 5-1、資料 5-2 に基づき説明 

 

 ● 質疑 

 (佐治委員) 

愛知県全体の人口は、コロナ禍の影響で昨年 10 月に初めて減少に転じた。豊明市は、

特に外国人の転入が減った等の傾向がありましたでしょうか。 

 

 (市民生活部長) 

国外からの転入というのはもちろん減ったが、そもそも国内に在住していた市外の外

国人が市内に移住してきたことで、外国籍の割合は増えている。 

 

 (佐治委員) 

愛知県はコロナ禍で東京都への転出も減ったが、岐阜や三重から転入してくる人も減

った。これも人口減少に転じた原因と考えている。豊明市は、名古屋市との関連などで何

か影響があったか。 

 

 (市民生活部長) 

豊明市はもともと単身赴任の方などの転入転出が多いが、コロナ禍以降であっても傾

向に大きな変化は見られていない。 

 

 (佐治委員) 

先程、2019 年度の合計特殊出生率が異常値だという話がありましたが、豊明市だけで

はなく、全国的な統計でも 2019 年度の合計特殊出生率は低かったということを申し添え

ておきます。 
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 (根尾委員長) 

  全国的に、という話がありましたが、何か要因はあったのか。 

 

 (佐治委員) 

メディアで報道されていた厚生労働省の回答では、元号が変わるタイミングであった

ため、出産を控えたのではないか、という見解が出ていた。しかし、その後の傾向を見る

と決してそうとは言えない状況となっているため、要因は分かっていない。 

   

 (平木委員) 

桶狭間関連商品について、歴史ブームがきている中で、豊明市でも常設的に販売するこ

とは考えているか。 

 

 (経済建設部長) 

最初はふるさと納税で販売し、好評だったために現在は産業支援課で沓掛城の御城印

を販売している。 

  

 (平木委員) 

  今後新たな商品が開発された場合には、産業支援課で販売されるということか。 

 

 (経済建設部長) 

  イベントや観光交流協会と連携しながら産業支援課窓口で販売していきたいと考えて

いる。 

 

 (平木委員) 

  観光客の方も買いやすいように販売場所をもっと広げたら売れるのではないか。 

 

 (経済建設部長) 

今後もイベント等で展開していきたいと思っているが、コロナ禍で中止となるイベン

トも多い。現在は、遠方から問合せがあった際には郵送で対応もしている。 

 

 (濱松委員) 

起業・創業件数について、今後働き方の変更が見込まれる中で、目標値に向けて特に力

を入れている業種はありますでしょうか。 

 

 (経済建設部長) 

商工会と連携して説明会等実施しているが、起業にはつながっていない現状である。業
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種については、どの業種が成功するかなどの傾向が把握できないため絞っていない。豊明

市では、規模は大きくないが長く続いている企業が多くあるため、新規というよりは、事

業を承継していく企業を増やしていきたいと考えている。 

 

 (岡本委員) 

花マルシェ事業について、力を入れている事業であるとは思うが、まだ市民に浸透して

いない現状があると思われる。先日、フラワーロスについて新聞記事に掲載されていた。

コロナ禍で、イベント・冠婚葬祭等の事業花が、前年度よりも出荷量が 10％程度減って

いるとのことであった。その反面、自宅で過ごす時間が増えガーデニング等する人は増え

ているとのこと。市内で花を生産している方々が、市民に対し花に関するアピールとして、

何か新たな取組みがあると良いように思う。 

 

 (経済建設部長) 

花マルシェ事業については、地方創生推進交付金をいただいて実施している事業で、豊

明市でも成功している事業だと認識している。主に花き市場に協力いただき事業展開を

している。昨年は花の出荷が減っている中、新型コロナウイルス終焉祈願として、切花を

活用し「麒麟」の絵を作成し、その作業風景を YouTube 動画で配信した。今年度は花の需

要が上がってきていると聞いている。今後新たな事業展開については、今年度で地方創生

推進交付金は終了となるため、行政主体で進めていた事業を、新たな担い手を探し、事業

展開をしていただきたいと考えている。 

 

 (佐治委員) 

花マルシェ事業が今年度、地方創生推進交付金が３年目となり終了となる。来年度以降

も推進交付金を活用した新たな事業を考えていただきたい。先程、御城印等の話もありま

したが、再来年の大河ドラマで徳川家康が主人公になる。豊明市も関係しているところが

あるのではないかと思う。推進交付金が認められる要因として、地域間連携が非常に加点

となる。例えば、徳川家康を切り口として、近隣市町村と連携した事業展開を検討される

と良いのではないか。 

 

 (市長) 

  交付金を活用していけるよう積極的に検討する。 

 

 (山田委員) 

毎年６月に桶狭間古戦場まつりがあるが、その時に御城印のセット販売をするなどす

ると良いと思う。商工会とも連携して事業展開できると良い。 
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 (平木委員) 

桶狭間古戦場については、昔、豊明市か名古屋市か論争があったと思うが、今はどうい

う状況か教えていただきたい。 

 

 (市長) 

桶狭間の戦いそのものは、豊明市と名古屋市に跨っているが、今川義元が討ち取られた

場所が分かっていない。昔はお互いに討ち取られた場所を主張しあっていたが、現在はお

互いの意見を尊重しあい、お互いに桶狭間古戦場の場所を紹介しあっている状況にある。 

 

 (平木委員) 

  名古屋市と豊明市が連携してイベントを開催すると盛り上がるのではないか。 

   

 (経済建設部長) 

お互いのイベントに市長が参加するなど交流は続いているが、イベントを同日に開催

するなどは、日程等を合わせることが難しく実現していない。 

 

 (根尾委員長) 

私は豊明市、名古屋市共に付き合いがあるが、５・６年前くらいからは一緒に話し合い

が行われており、共同で古戦場の広域マップを作成した成果もある。 

 

 (根尾委員長) 

多世代交流施設について、交流・まなび・遊び・子育て支援拠点となっているが、本学

にも子育て支援センターがあり、昨年本学の支援センター長と、市の子育て支援課長が話

合いをした経緯がある。新しい施設ができることによって、大学とも連携してうまくやっ

ていければと思う。 

定住外国人プレクラス・プレスクール事業について、昨年度、日本語教室ボランティア

の方に日本語を教えることを本学の日本語教諭が何日間か実施した。今後、日本語の国家

試験の制度が設けられることから、本学も来年度から日本語教師養成プログラムをスタ

ートさせる。今後も、外国人の方は必ず増えていくため、豊明市としてもしっかり取り組

んでいただきたい。 

 

(根尾委長長) 

  ありがとうございました。他に質問や意見はないか。 

ないようなので本日の議題は終了し、事務局へお返しする。 
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(事務局) 

  ありがとうございました。以上で委員会を終了する。 

 

以上 
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第 2 期総合戦略の概要 

1. 概要 

 国の掲げた４つの基本目標及び２つの横断的な目標を元に、市では４つの基本目標と 

２つの横断的取組を次のように設定し、豊明市における地方創生や、地域課題解決のた 

め、第５次豊明市総合計画との整合性をとりながら取組を進めていきます。 

 また、第２期総合戦略では、SDGs（詳細 18 ページ）の理念に沿って地方創生を推進す 

ることとしているため、それぞれの基本目標に SDGs に設定されている 17 ゴールのうち、 

主なゴールを紐づけています。 

基本目標 

基本目標１ しごと活力創生プロジェクト 

基本目標２ ひとが集うまち創生プロジェクト 

基本目標３ 子どもの学びと育ち創生プロジェクト 

基本目標４ 暮らしの満足創生プロジェクト 

 

2. 策定期間 

 2020 年度から 2025 年度までの６年間とし、第１期総合戦略から切れ目のない取組 

を実施していきます。 

3. 人口ビジョンの位置づけ 

  本市は、「まち・ひと・しごと創生法」に基づき、国・愛知県の「長期ビジョン」を 
 勘案しつつ、目指すべき将来の方向や、2060 年までの人口の将来展望を提示する「豊明 
 市人口ビジョン」を策定しています。「豊明市人口ビジョン」では、2020 年の人口推計 
 が 69,032 人（人口推計結果（次頁表 1））に対し、2020 年 3 月 31 日現在の人口 69,027 
 人（住民基本台帳（以下住基）ベース）と基本推計（趨勢による推計）と実績に大きな差 
 異はないため、 第 2 期総合戦略においても目標の下方修正等、人口ビジョンの改定は実 
 施せず、人口ビジョンの期間を 2025 年度まで延長することとし、2025 年に 71,000 人、 
 2060 年に 61,000 人の人口を確保し、持続的な地域運営を目指すことを目標に、第 2 期 
  総合戦略を推進していきます。以下人口ビジョンより抜粋。 

横断的取組 

横断的取組１ あらゆるひとが活躍できるまちをつくる 

横断的取組２ 新たな時代の流れを力にして、持続可能なまちをつくる 
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〇基本目標１  

しごと活力創生プロジェクト 

生産性が高く、働きがいを感じる企業が多いまちをつくる 

 

 

1. 基本目標の概要 

 豊明市の雇用を支え続けることができるよう、市内企業の持続的な経営のための支援 
や、活発な起業・創業を促す環境を構築します。 
 併せて、軽トラ市の開催などにより、地域産業の活性化を図ります。 
 また、工業用地の整備検討や、企業立地に係る支援など、雇用の場の創出を進めていき 
ます。人材確保定着事業やユニバーサル就労推進事業など、若者を含めたあらゆる人達 
が、豊明市で暮らし、働き続けることができるよう人材支援を行います。 

 
2. 数値目標 

 

（※：第 5 次豊明市総合計画のまちづくり指標を用いています。） 
 

3. 基本的な方向 

 施策１：地域の経済活動が盛んなまちをつくる 
 施策２：若い人たちの地元での就労を促進する 
 
4. 主な創生事業 

施策１：地域の経済活動が盛んなまちをつくる 

①魅力ある職場づくりを促進する 

指標 基準値（2019） 目標値（2025） 

法人市民税額※ 589,317 千円 589,317 千円 

起業・創業件数※ 38 件 124 件 

市内就業者のうち市内在住者数※ 1,098 人 2,014 人 

市内在住者で市内で働きたいと思っている若者の

割合※ 
46.5％ 62.8％ 


































































